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平成１５年度環境技術実証モデル事業  
「山岳トイレ技術分野」 実証試験の対象技術の募集について 

 

平成１５年９月１９日  

富山県自然保護課 

１ 実証試験の対象技術等  
 

１）申請対象となる技術  

 実証試験の対象となる山岳トイレし尿処理技術とは、山岳地などの自然地域で上下

水道、電気（商用電源）、道路等のインフラの整備が不十分な地域等において、し尿を

適切に処理するための技術を指します。  

 具体的には、し尿を生物学的処理、化学的処理、物理学的処理、もしくはそれらの

組み合わせにより処理するもので、洗浄水やし尿処理水を原則として公共用水域等に

放流・排水しない「非放流式」を対象とします。 

 

２）実証の対象とする技術数  

  ２技術（ただし、１処理方式につき１技術） 

 

３）実証試験実施場所  

 山岳地におけるトイレのし尿処理技術の実証試験を実施することから、実施場所は、

原則として下記のとおりとします。  

【富山県内の標高 2,700ｍ以上の山岳地稜線付近】  

条件 

商用電力無し  太陽光、風力など自然エネルギーの利用は可 

上下水道無し  雨水の利用は可 

車 道 無 し   現地へのアプローチは登山道のみ 

資材運搬方法   ヘリコプターもしくは人力による運搬  

占 有 面 積   新たに設置して処理装置を実証する場合は、１ブースあたりの（処 

理装置を含む）占有面積が７平方メートル程度以内  

 

２ 申請者の要件  
１）対象となる技術を開発、又は販売している民間企業等であること。  

２）「山岳トイレし尿処理技術実証試験要領（平成１５年８月８日環境省自然環境局）」 

で定められた事項を遵守できること。  

３）全国から応募可能とする。 
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３ 対象技術の申請及び採用決定について  
１）申請方法  

 実証申請者は、下記の書類を各１０部（正本１部、写し９部）ずつ提出願います。（下

記６．の申請先まで必ず郵送にて申し込み下さい。）  

〔１〕実証申請書  

  別紙の実証申請書（様式指定）及び申請書に添付する資料（様式自由）  

〔２〕その他（必要に応じて追加して下さい） 

 

２）申請の締め切り  

 平成１５年９月２９日（月）必着（郵送に限ります） 

 

３）書類選考及び採用決定等について  

別紙申請様式にて申請していただいた後、書類選考及び技術実証委員会等での意見

を踏まえ、総合的に判断した上で、対象となる技術を選定し、環境省の承認を得て決

定します。  

 なお、対象技術の選定は、実証試験要領に示されている形式的要件、実証可能性及

び環境保全効果等の観点に照らして行います。  

 また、選定結果につきましては申請者に個別に通知するとともに、採用技術につい

ては公表することとしておりますが、選定経過については非公開とさせていただきま

す。 

 

４ その他  
・ 特許に関する調整事項がある場合は事前に調整を済ませておいてください。また、

選定された技術につきましては可能な限り情報を公開していくこととしております

が、公開できない情報につきましては別途相談させていただきます。  

・ 応募の状況により、再度募集することもあります。  

実証試験結果の如何にかかわらず、実証試験の終了後には実証試験結果報告書を作

成し、環境省のホームページを通じて公表される予定です。 

 

５ 問い合わせ先及び申請書提出先  
富山県 自然保護課 公園施設係（大沼、亀田）  

〒９３０-８５０１ 富山市新総曲輪１? ７  

ＴＥＬ ０７６-４４４-３３９９（直通） ＦＡＸ ０７６-４４４-４４３０  

E-mail  shizenhogo4@pref.toyama.jp  


